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　　 汽 水 産 車 軸 藻 シ ラ タマ モ （p m 孅 ） は 外簸 の 漫 透 圧 変化 に 瓣 して 細 飽 の 漫 透 圧 を 変 化 させ

彬圧を一定 に 保 っ 調節機構を持 っ て い る。膨圧 調節 の 際、細胞体積の 90 露 以上を占め る 液胞 で は K＋と じr 濃度が

増 減 して 澄 透S圧 が 調 節 され る。

　　 低張 処 理 に 伴う膨圧 調 籏 は 外 液 C♂ 濃 度 を通 常 の 3．9mK か ら 氏 興 mH 　に 下 げ る と完全 に 阻害 され る （1）。

また 3．9mE 下 で の 低張処理 に よっ て 原形質流齣 は
一

遜的 に阻害 され るが 、　 e．Ol 醂 下 で は 阻害 さ れ な い こ と、原

形 質 流 動 速 度 が 原 形 質 中遊 離 σ諮濃 度 に 依 存 し 1 姻 以 上 で 阻 審 され る こ と か ら （2）・、低 張 処 理 に 伴 っ て 外 液 　C誰

　3．9mM 下 で は 、外液 か らの C詳の 滴 入 に 伴 い 原 形 黶 中遊 離 Ca軽が
一遍 的 に 噌 加 し、外 液 O詳O．Ol 雛 下で は 外液

か らの Ca鞐 の 流 入 が 掴 え ち れ．、そ の 噌加 が 阻書 され た の で は な い か と推鯰 し fU・“ 原 形 質 中遊 離 6ず 濃 度 の 増 加 が 懸

張処 理 に 伴 う K
＋

と Cド の 艘胞 外へ の 流失に 閲与 して い るの で は な い か と考 え、膨圧 調節の 際 の 原 形 黶中遊離 CaW
’

濃度の 動態を測定す る た め に 、α詳 憩受 性 蛋 自質 エ クオ リ ン を 原 形 質 内 に 注 入 し た。

　　 細胞 の 調製 は 以下 の よ うに 行 な っ た。約 1／3 に 職 釈 し た Herbst 人 工海 水 で 培 鍵 し た シ ラ タ マ モ 節 闘 細 胞 を隣

の 節閥細 胞 よ り切 り離 し、そ の 両端をポ リエ ス テル の 糸 で く く っ た 後、連続照明 下 で 二 日 以上 静置 し た。次 に 醐 雌

の 糸 の うちの
一

っ をピ ン セ ッ トで 細 胞 か ら引 きは な し、節 間細 胞の
一＝・　twの 原 形 質履が 明 瞭 に顕鐓餓下 で 観察 で き る

よ うに した。エ クオ リン 注 入 用 の ガ ラ ス 毛 綱 管 は 細 胞 の 長 軸 方陶に そ っ て 細 胞喘 か ち 挿 入 した 。ガ ラ ス 毛 緬 管 の 先

螻 が 原 形 質 で 覆 わ れ た 時、圧 力をか け て エ ク オ リ ン を注入 した 。エ ク オ リ ン 爽光 の 測定 は、　 Bioluveinescence

Reader　（酷正oka 　Ce。　L乞d●）　で 行な つ た 。

　　 図 1 は 外液 C計 3．9mn 下 で の 低 張 処 理 に 伴 うエ ク オ リ ン の 発 光 を示 して い る。約
一

分 遅れ て 低 張 処 理 後 、原形

質申遊 離 C詳濃 度 は 増 加 し 始め 、2−4 分 後 に ピ
ー

ク に 達 し 、以 後 減 少 し始 め 、約 30 分 後 に 元 の レ ベ ル 蓑 で 回 復 し

た。図 2 で は 、外 液 C詳濃 度 をO．OI 醐 に下 げ た時 ．低張 処 理 に 伴 うエ ク オ リ ン の発光は 阻害 さ れ る ttと を示 し て

い る 。 そ して 30 分 後 Cethta度 を 3、9鹹 に 渓 した 時 、15−30　 sec 後 に 錯 光が 始 鑒 っ た 。こ の こ とet　．原 形 黶 中 遊 離

Ca濃度の 増加が 外液 か ち の C’a“の 流 入 に よ る こ と を示 唆す る。低張処 疆 に 伴う原形 質中遊離 0詑濃度の 変化 と膜 コ

ン ダ ク タ ン ス の 変 化 の 時間 経過が よ く絹似 して い る こ とか ら、原形質中遊離 Ca“as度の 瑠加 が xt と CZ
’”

の 飆 胞 外

へ の 流失 に 深 くか か わ っ て い る と結 論 し た。
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図 1 低 張 処 理 に よ る エ クオ リン の 登 光
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図2 外 液 低 濃 度 Ca に よ る エ ク オ リン 発光の 阻書
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